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エネルギー摂取量の違いがめん羊の尿中プリン  

誘導体の分布に及ばす影響  
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摘  要  

反劇家斉におiナる飼養条件と尿中プリン誘導体の分布との関係を明らかにするため，エ  

ネルギー摂取扇が3水準（維持要求量の70％：低，100％：適，130％：南）となるように  

調製した飼料をめん羊4頭に給与し，そのときの窒素出納を調べるとともに，尿中へのア  

ラントイン，ヒポキサンチン＋キサンチン，尿酸の排泄量を測定した。その結果は次のと  

おりである。1）エネルギーが低から通水準に増加したとき．要素曹検量は有意に増加し，  

吸収窒素に対する窒素蓄横平も高まった。しかし，適から高水準に増加したときは，ほと  

んど変化しなかった。2）プリン誘導体総量の排泄量は，エネルギーが低から通水準に増加  

したとき，有意に増加したが，適から高水準に増加したときは，変化しなかった。3）アラ  

ントインの排泄量は，エネルギーが低から通水準に増加したとき，有意に増加した。ヒポ  

キサンチン＋キサンチンの排泄貴はエネルギー摂取量の増加にともない増加した。尿酸の  

排泄量も，エネルギーが低から通水準に増加したとき，わずかに増加する傾向がみられた。  

4）全プリン誘導体Nに対する割合でみると，エネルギ⊥群取水準の違いによる差は，す  

べての成分において，有意ではく，その割合（平均値）はおおよそアラントイン60％，ヒ  

ポキサンチン十キサンナン25％，尿酸15％であった。  

キーワード：めん羊，尿中プリン誘導体，エネルギー摂取量，窒素出納，  

排泄されている。これら窒素成分のうち，アラント  

インは，その排泄量が第一胃内菌体蛋白質合成量を   
緒  言  

反袈家畜の尿巾には，体内の窒素代謝産物である  推計する指標となり得る可能性があるということで  
種々の窒素成分（尿素，アンモニア，アラントイン，   注目されてきた12・15）【，そして，最近，藤原4）は，尿中  

尿酸，鳥尿酸，クレアチニン，クレアチンなど）が  アラントイン排泄量と第・胃内菌体蛋白質合成屋と  
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の関係を検討しようとするなら，アラントインだけ  

ではなく，これも含めたプリン誘導体（アラントイ  

ン，ヒポキサンチン，キサンナン，尿酸）の総量を  

用いるはうがより合理的であると指摘している。   

著者らは∫ これまで反詔家畜における飼養条件と  
尿中窒素成分の分布との関係を明らかにするために  
一連の研究7引を行い，アラントインについても検討  

してきたが，プリン誘導体については検討しなかっ  

た。そこで，本実験では，前報7）において尿中窒素成  

分の分布徳膨磯犠与・えることが示されたエネルギー  
摂取量の違いが，、尿中のプリン誘導体の分布に及ぼ  

す影響を中心に検討した。  

材料および方法   

試験設計   
めん半4頭に対して，4期にわたり表1に示すよ  

うな飼料給与処理を行い，窒素出納試験（予備期7  

日間，糞尿採取期5日間）を実施した。すなわち，  

第1期では，アンモニア処理小麦ワラだけを詔与し，  

第2，3，4斯には，これにトウモロコシサイレー  

ジ．成熟 さらにエネルギー凍準調節のためにコー  

ンスターチを加えた。このようにして，第2．3お  

よぴ4斯の飼料は，TDNの維持要求量（ⅣR6飼養  

標恕1），雌めん羊）のそれぞれ恥100，1加須摘頼  

し（以降，ヰれぞれ低，適，高水準と呼ぶ），また，  

すべてが同じCP量（雁持要求量の1帥％）を供給す  

るように穀足した。ちなみに，第1期のTDNおよび  

CP給与水準は維持要求量胡それぞれ70％，13n％で  

あった。  

Tablel、」ngrediehtcompositionof（地ts  

供鼓動物   
本案鹸にはサブ、オーク啓の去勢雄めん草す東を用  

いたの実験開始時の体重は38．7～59．11浪（平均50．9  

短）であ一ノた。  

飼養管理   

めん辛は個体別は代謝窯に収容Lで薗重しね。．飼  

料給与は1日、2臥年前邑時とギ後昏時にやしゝ。1  

日給与長の半昂ずつを給与した。水ほ自由飲水とん，  

ミネラJVプロツクを常備したG  

分析方凄   

艶中のプリン誘導体の分析は藤原の方法き一に従って  

行㌧う，その他の分析ほ前報7）と同じ方法により実施し  

た。  

絵  美  

窒素出納試験の結果は表2のとおりである。エネ  

ルギーが軽から通水単に増加したとき，窒素蓄積量  

は有意に増加し，吸収窒素に対する窒素蓄積率も′商  

家った。しかし－適から高水準に増加したときは，  

ほとんど変化しな、かったる  
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尿中への窒素成分の排泄量は表3に示したとお9 

である也エネルギ←が低から通水準に増加したとき1  

尿素の排泄盈は有悪に減少したが，．プリシ誘導体の  

排泄量は増加し尭。しかし，避難名商ネ準暴こ増加し  

たときはt 両者とも未」きな′変化はなかった¢、アンモ  

ニアとグレアナニンの排泄量のエネメレギー摂取水車  
の違い占こよる菱は有意ではなかうた¢   

個々のプリン誘導捧抄排泄最絃責4のとおりで怒  

る。アラントインめ排泄量は，エネJレギ－が低から  

湛水準に増加したときモ有叢に増加レた挙ぎ，適かち   
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めん草の尿中プリン誘導体の分布  

高水準忙増加したときの薫は青煮ではなかった。ヒ  

ポキサンチン＋キサンチンの排泄量はエネ／レギー摂  

取量の増加にともない増加した皿尿酸の排泄量紅  

エネルギーが低から通水準に墳加したとき，わずか  

に増加する傾向がみられた。今プリン誘導体Nに対  

する割合でみると，エネルギー摂取水準の遠いによ  

る劇ま†すべての成分において，有意ではなかった。   

Table3．DistributionofnitTOgenOuSCOmP8Undsinthe  
unne of sheep 

菱はみられなかった。  

考  察   

尿中のプリン儲導体は体内の核顧プリン壌慕の代  

謝産物として排泄されたものである。反潟家畜では，  

澱取した飼料の中の核酸の大部分は第→胃内で分解  
される封ので，尿中のプリン誘導体のうち飼料に由来  

するものは極めて少ない卓また，内因性のものの星  

も少なく，その大部釧ま第・一胃内で合尿された微生  

物の核酸に由来していると考えられてい名㌔   

前報7）では，エネルギ「（DE）摂取レベルが維持要  

魂竃の56％から99％まで増加したときのアラントイ  

ン排泄量の増加は著しし〕ものであったが，それ以上  

のレベル（118％）での増加は小さなものであった。本  

実験のプリン帯導体総量のエネルギー摂取量増加に  

ともなう変化パターンはこれとよく一散した幻本実  

験では，供試飼料のN上）N（非蛋白窒素）含量は測道  

しなかったが，アンモニア処理ワラのアンモニア含  

羞，トウモロコシサイレ」ジのNPN含量，尿素添加  

量から，全窒素に対するNPNの割合瞥推計すると，  

紛70％となった。一般に，NPN巻凍往な窒素源とし  

て摂取し，エネルギーの不定している条件下で，易  

発酵性炭水化物が補足されると，第一胃内での菌体  

幾日賢¢合成が促進される14）。このことから，J本巣醸  

において，第2周（低水準）に比べて農3期（通水  

準）で窒素利用率が向上したの払 おもに第▲胃内  

での菌体蛋白質合成量の増加によるものと思われ  

このことが尿中へのプリン誘導体排泄量を増加させ  

たものと推察される。これに対して，第2期では，  

第1期に比べて窒素利用率は向上したが，プリン誘  

導体排泄量の増加は樽めて少なかった。第2期では，  

弟1期に比べてエネルギー摂取量は増加していない  

こと，易発酵性炭水化物があまり増えていないこと  

などから，第一胃内での歯体蛋白質合成量の増加は  

期待できない。このことから，第2、射での窒素利用  

率の向上はおもにトウモロコシサイレ′－ジ中の非分  

解性蛋白質（undegraded雨trogen：UDlりによるも  

のと考えられ プリン誘導体排泄量の増加にはつな  
がらなかったものと思われる。   

反潟家畜の尿中には，プリン誘導体として，アラ  

ントイン，ヒポキサンチン，キサンナン，尿酸など  

が排渦■き′れている】d〉柑′9本業畿で軋アラントイン，   

Exp町im帥talpefiods standard  

1   2   3  4   err（）r  

Amountofr血喝enOuきC¢血po11nd（Nmg／day）  

U凰  6，呂22力 7◆那78月，2もBh j1401b 十410  

血m州ia  224日 ：蛸島抽 3苫0已♭  463艮 ± 5ロ  

仁一ea血i喉  328  328  341  347 ±14  

P】Tfne8efil・丑tlⅦ石 522b 543h 792割  76¢わ ± 45  

Per叩脇離扉蘭rog印0鵠COmpU皿d－Ⅳto樋‡alN鞠）  

UTe辻  68．4aら 77．2由 58．4b 67．3鏑b 十3．74  

t：b   

恥血＝奴涙tiY塔 5．3り 5．4h ll．0損 11．針 ±ひ．餌  

夢・h・【ゝ ：鉦抱ansⅥrithdifferents明）erS亡Tiptsoilthe  

Sa】nelinedif玩rsignificantly（Pく什（汚）．  

Table4．Distribution6fpurined威ivativesintheurinc  
of sheep 

Expenment認】periuds standard  

1  
2   3  4   err〔汀  

Am（氾nしゎf！）u血edeHvative（N mg／day）  

Al加！〇in  3388h 319b  510胡  d42ab 上郷  

勒…血町餌肋 110パ 135♭ 18が♭ 21断 ±19  

Urこじ鉱id  73   87  1〔12  105  ± 旨  

TR両：而加、Jこ】・堅 522れ 543わ 79Z匂  766仇 ±45  

t’ercご血ag鮒fpⅥd¶ederi豆ative－NてOtOtaIpurineN（％）  

．批点；e】一】  65．1 57．5 63．1 与7．2 ⊥3．6  

勒細胞ぬ東曲既：1．0  25＿3 23．2  2害．8  十2．6  

裾再雨  14．0 17＿3 13，7 14．n  十1．3   

R－b：Me即野面thdi仔e代ローSしIperS仁和ts（〕n tllビ  

samelhe（1i恥r的細ifiごan叫・（Pく0．幅＿  

アンモニア処群小麦ワラだけを給与したとき（第  

1期）の値とヱネリレギー低水準のとき（帯2期）の  

値を比較すると，套素の宥恕呆，蕎税率ともに後者  

の臣まうが有意に高かったが，尿中β〕窒素成分およぴ  

プリン誘導体排泄基については，両者の間に有意な  
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1．！一   

ヒポキサンチン＋キサンテン，尿軌こついて測定し  

たb これら成分の排泄量は，いずれも，エネルギー  

摂取量が要求量の70％から100％に増加したとき，増  

加する傾向にあった（アラントインの増加量は有意  

であった）。CliENら3）は，核酸を第四胃へ直接投与  

すると．その投与量の増加にともない，アラン下イ  

ン，ヒポキサンチン＋キサンテン，尿酸の排泄量が  

増加することを報告している。また，BALCELl。Sら2）  

は，核酸を十二指腸へ直接投与して，同様な清泉を  

得て斗ゝる。   

個々のプリン誘導体の成分比（各成分－Nの全プリ  

ン諸藩体－Nキこ対する％）についてみると，本案験で  

は，′おおよそアラントイン60％，ヒポキサ′ンナン＋  

キサンテン25％，尿酸15％であった（第2，3，4  

叔の平均値）。一般に，最も多い成分はアラントイン  

である。次の成分については，ヒポキサンチンまた  

はヒポキサンチン∴十キサンナンとする報告2・6）と尿酸  

とする紺野岬とがある。   

本実験では，プリン誘導体の成分比は，いずれの  

成分もエネルギー摂取水準の違い¢こよる差は有意で  
はなかった。しかし，飼料摂取量創，蛋白質摂取水準12）  

などが成分比に影響を与える．ことが報告されている。  

この点については，まだ報告例が少ないので，さら  

にデータを集額してから考察したい。  
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Foursheepwピre即Ven djetsdesigned tol〕C  

如nitrogenousandtosu沖1y70％叩＿7刈棚．1血％  

（＝け≠I）atld130％（1．3X～Ⅰ）ofenerg）・require－  

mcntf†）rmaintenance（M），andthe血trogerlbal－  

ance alld the distribution of purine deriva〔jves  

（allantoin，hypoRallthine十Ⅹanthinearldtlrjcacid）  
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anlO皿tOfallantoin excretedir】uril〕e at川×NI  
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